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吸水率は 9.8%と大きく、 B.S.812の骨材破砕値試験方法による 10%破砕荷重も 5~ì' と小さい。実験に
は、粒度範囲 5~20mm、最大寸法 15 ml目、平均粒径 13mmのスチールダストベレットを用いた。
4.スチールダストを用いたコンクリート
先ず、水セメント比を 55%と一定に保ち、スランプを 11cm士 2cmに限定して実験を行なった。ことで












スランプ 8cm，空気量4.5%，W/C=50%， s/a=46克， d/ (d+s) =40%， 
Ad/C=1.5%， AE/C=0.07% (砕石棺0.05%)、W=160，C=320， D=790， 
S=525， G=1177 (砕石では991)，Ad=4.8，AE=0.224 kg/m3 (月トのみ0.16)、
単位重量 3.01kg/ fl (ダストのみ2.81)、圧縮強度 33.7MPa(タλト嚇43.4)
ペレットも使うと、ダストと砕石を用いた場合より更に約7%
重くなり、水中重量は普通のコンクリートの約1.5倍にできる。
ただし、ごのペレットでは圧縮強度および凍結融解作用に対する o 10 20 30 40 50 
抵抗性が低下するので、ごれらが問題になる場合にはスチールダ ダスト(百)
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図-3 ダストによる圧縮強度の増加
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